
(57)【要約】

本発明は第１の通信加入者によって第２の通信加入者に

関係するデータを引出すための方法に関するもので、こ

の方法においては、第１の通信加入者（Ｗ）の第１の通

信端末（KEG1）からデータ引出しメッセージ（DAN）が

第２の通信加入者（Ｐ）の第２の通信端末（KEG2）に伝

送され、その際データ引出しメッセージは、第１の通信

加入者に属する通信加入者のグループのグループ識別標

識（GK）を含み、第２の通信加入者の第２の通信端末に

よって、伝送されたグループ識別標識が第２の通信加入

者のグループ・メモリ中に記憶されているグループ識別

標識と比較され、比較結果が正のときデータが第１の通

信端末への伝送のために準備される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 通 信 加 入 者 （ Ｗ ） に よ っ て 第 ２ の 通 信 加 入 者 （ Ｐ ） に 関 係 す る デ ー タ を 引 出 す た
め の 方 法 に お い て 、
　 第 １ の 通 信 加 入 者 （ Ｗ ） の 第 １ の 通 信 端 末 （ KEG1） か ら デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ （ DAN
） が 第 ２ の 通 信 加 入 者 （ Ｐ ） の 第 ２ の 通 信 端 末 （ KEG2） に 伝 送 さ れ 、 そ の 際 デ ー タ 引 出 し
メ ッ セ ー ジ （ DAN） は 第 １ の 通 信 加 入 者 （ Ｗ ） に 属 す る 通 信 加 入 者 の グ ル ー プ の グ ル ー プ
識 別 標 識 （ GK） を 含 み 、
　 第 ２ の 通 信 加 入 者 （ Ｐ ） の 第 ２ の 通 信 端 末 （ KEG2） に よ っ て 、 伝 送 さ れ た グ ル ー プ 識 別
標 識 （ GK） が 第 ２ の 通 信 加 入 者 （ Ｐ ） の グ ル ー プ ・ メ モ リ 中 に 記 憶 さ れ て い る グ ル ー プ 識
別 標 識 と 比 較 さ れ 、
　 比 較 結 果 が 正 の と き 、 デ ー タ （ Ｄ ） が 第 １ の 通 信 端 末 （ KEG1） へ の 伝 送 の た め に 準 備 さ
れ る
こ と を 特 徴 と す る デ ー タ の 引 出 し 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 比 較 結 果 が 正 の と き に は 、 第 ２ の 通 信 端 末 （ KEG2） に お い て 接 続 資 格 管 理 メ ッ セ ー ジ が
出 力 さ れ 、
　 第 ２ の 通 信 端 末 （ KEG2） に よ っ て 正 の 接 続 資 格 確 認 メ ッ セ ー ジ が 受 け 取 ら れ る と き 初 め
て 、 デ ー タ （ Ｄ ） が 第 １ の 通 信 端 末 （ KEG1） へ の 伝 送 の た め に 準 備 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ （ DAN） と 共 に 、 さ ら に 加 え て 第 １ の 通 信 加 入 者 （ Ｗ ） の 識 別
子 （ MSISDN） が 第 ２ の 通 信 端 末 （ KEG2） に 伝 送 さ れ 、
　 第 ２ の 通 信 端 末 （ KEG2） に よ っ て 、 さ ら に 加 え て 伝 送 さ れ た 識 別 子 （ MSISDN） が 第 ２ の
通 信 加 入 者 （ Ｐ ） の メ モ リ （ SP） 中 に 記 憶 さ れ て い る 識 別 子 と 比 較 さ れ 、
　 こ の 第 ２ の 比 較 に お い て も 正 の 比 較 結 果 が 存 在 す る と き の み デ ー タ （ Ｄ ） が 第 １ の 通 信
端 末 （ KEG1） へ の 伝 送 の た め に 準 備 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 第 ２ の 通 信 端 末 （ KEG2） に お い て 、 第 ２ の 比 較 の 際 、 負 の 比 較 結 果 が 存 在 す る と き は 接
続 資 格 引 出 し メ ッ セ ー ジ が 出 力 さ れ 、
　 第 ２ の 通 信 端 末 （ KEG2） に よ っ て 正 の 接 続 資 格 応 答 メ ッ セ ー ジ が 受 け 取 ら れ る と き 初 め
て 、 デ ー タ （ Ｄ ） が 第 １ の 通 信 端 末 （ KEG1） へ の 伝 送 の た め に 準 備 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 第 １ の 通 信 端 末 （ KEG1） に よ っ て 、 デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ （ DAN´ ） が 第 １ の 通 信 加
入 者 （ Ｗ ） の 秘 密 鍵 に よ り 署 名 さ れ 、
　 第 ２ の 通 信 端 末 （ KEG2） に よ っ て 、 第 １ の 通 信 加 入 者 （ Ｗ ） の 公 開 鍵 を 用 い て デ ー タ 引
出 し メ ッ セ ー ジ （ DAN´ ） の 真 正 性 が 検 査 さ れ 、
　 真 正 の と き の み 、 デ ー タ （ Ｄ ） が 第 １ の 通 信 端 末 （ KEG1） へ の 伝 送 の た め に 準 備 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 ２ の 通 信 端 末 （ KEG2） に よ っ て 、 第 １ の 通 信 加 入 者 （ Ｗ ） の 公 開 鍵 が グ ル ー プ に 属 す
る 鍵 サ ー バ （ PKI） か ら 引 出 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 第 ２ の 通 信 端 末 （ KEG2） に よ っ て 、 第 １ の 通 信 加 入 者 （ Ｗ ） の 公 開 鍵 が 通 信 ネ ッ ト ワ ー
ク の サ ー ビ ス 業 者 に よ っ て 営 ま れ る 鍵 サ ー バ か ら 引 出 さ れ 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 用 い て デ
ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ （ DAN´ ） が 第 １ の 通 信 端 末 （ KEG1） か ら 第 ２ の 通 信 端 末 （ KEG2）
へ 伝 送 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
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　 第 ２ の 通 信 端 末 （ KEG2） に よ っ て 、 第 １ の 通 信 加 入 者 （ Ｗ ） の 公 開 鍵 が 通 信 ネ ッ ト ワ ー
ク の サ ー ビ ス 業 者 に よ っ て 営 ま れ る プ ロ キ シ ・ サ ー バ か ら 引 出 さ れ 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を
介 し て 第 １ の 通 信 端 末 （ KEG1） と 第 ２ の 通 信 端 末 （ KEG2） と の 間 の 通 信 が 行 わ れ 、 そ の 際
プ ロ キ シ ・ サ ー バ に お い て 多 数 の 通 信 加 入 者 の 公 開 鍵 が 一 時 的 に 記 憶 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 第 １ の 通 信 加 入 者 に よ っ て 、 第 ２ の 通 信 加 入 者 に 関 係 す る デ ー タ を 引 出 す た
め の 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク に お け る 近 代 的 な サ ー ビ ス を 実 施 す る 場 合 に は 、 第 ２ の 通 信 加 入 者 に
関 係 す る デ ー タ が 第 １ の 通 信 加 入 者 の 引 出 し に 応 じ て こ の 第 １ の 通 信 加 入 者 に 伝 送 さ れ る
こ と が し ば し ば 望 ま し い か 、 ま た は そ れ ど こ ろ か 必 要 で あ る 。 そ の よ う な デ ー タ と し て は
、 第 ２ の 加 入 者 の （ デ ー タ 保 護 権 的 に 敏 感 な ） 個 人 的 デ ー タ 、 例 え ば 加 入 者 の 目 下 の 所 在
地 （ 例 え ば 都 市 、 市 区 、 通 り ） 、 加 入 者 の 目 下 の 行 動 に 関 す る （ 例 え ば 労 働 に つ い て の 、
会 議 、 休 暇 に お い て の ） デ ー タ 、 又 は 電 子 式 通 信 方 法 へ の 加 入 者 の 目 下 の 加 入 （ 例 え ば テ
ー マ 「 魚 釣 り 」 に つ い て の チ ャ ッ ト に 申 し 込 ま れ て い る 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 戦 略 プ レ イ へ の
目 下 の 加 入 ） に 関 す る デ ー タ が 問 題 と な り 得 る 。 そ の よ う な デ ー タ は 、 時 に 「 プ レ ゼ ン ス
・ デ ー タ と も い わ れ 、 「 プ レ ゼ ン ス ・ サ ー ビ ス 」 に よ っ て 集 め ら れ 再 配 分 さ れ る 。 こ れ ら
の デ ー タ は 第 ２ の 通 信 加 入 者 に 関 す る 個 人 的 な 情 報 を 含 む か ら 、 こ れ ら の デ ー タ へ の ア ク
セ ス を 制 限 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 第 ２ の 通 信 加 入 者 に 関 係 す る デ ー タ へ の ア ク セ ス の 管 理 を 行 い 得 る 方
法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 課 題 は 本 発 明 に よ れ ば 、 第 １ の 通 信 加 入 者 に よ り 第 ２ の 通 信 加 入 者 に 関 係 す る デ ー
タ を 引 出 す た め の 方 法 に お い て 、 第 １ の 通 信 加 入 者 の 通 信 端 末 か ら 第 ２ の 通 信 加 入 者 の 通
信 端 末 に デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ が 伝 送 さ れ 、 こ の デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ は 第 １ の 通 信
加 入 者 に 所 属 す る 通 信 加 入 者 の グ ル ー プ の グ ル ー プ 識 別 標 識 を 含 み 、 第 ２ の 通 信 加 入 者 の
第 ２ の 通 信 端 末 に よ っ て 、 伝 送 さ れ た グ ル ー プ 識 別 標 識 が 第 ２ の 通 信 加 入 者 の グ ル ー プ ・
メ モ リ 中 に 記 憶 さ れ て い る グ ル ー プ 識 別 標 識 と 比 較 さ れ 、 そ の 比 較 結 果 が 正 の 場 合 に は デ
ー タ が 第 １ の 通 信 端 末 へ の 伝 送 の た め に 準 備 さ れ る 。 第 １ の 通 信 加 入 者 に 所 属 す る グ ル ー
プ に は 、 例 え ば ス ポ ー ツ ク ラ ブ 、 ク ラ ス 、 ゼ ミ ナ ー ル グ ル ー プ 、 又 は 第 １ の 通 信 加 入 者 が
所 属 す る 企 業 の 部 門 が 対 象 と な り 得 る 。 デ ー タ は 、 第 １ の 通 信 端 末 の デ ー タ 引 出 し メ ッ セ
ー ジ に 応 じ て 、 第 ２ の 通 信 端 末 の グ ル ー プ ・ メ モ リ に 既 に 記 憶 さ れ て い る そ の よ う な グ ル
ー プ 識 別 標 識 が デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ に よ り 共 に 伝 送 さ れ る 場 合 に の み 第 １ の 通 信 端 末
に 伝 送 す る た め に 準 備 さ れ る の が 有 利 で あ る 。 そ れ に よ っ て 、 グ ル ー プ に 対 す る 知 識 を 有
し ま た 相 応 の グ ル ー プ 識 別 標 識 を 自 由 に 使 用 で き る そ の よ う な 通 信 端 末 （ な い し こ の 通 信
端 末 を 使 用 す る 通 信 加 入 者 ） 上 の デ ー タ へ の ア ク セ ス が 制 限 さ れ る 。 対 応 す る グ ル ー プ 識
別 標 識 を 持 た な い 、 ま た そ れ 故 こ の グ ル ー プ 識 別 標 識 を デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ に よ っ て
伝 達 し 得 な い 通 信 端 末 に は 、 デ ー タ へ の ア ク セ ス が 禁 じ ら れ る 。 即 ち デ ー タ は そ の よ う な
通 信 端 末 へ の 伝 送 の た め に は 準 備 さ れ な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 第 ２ の 通 信 端 末 に お い て 正 の 比 較 結 果 が 生 じ た と き 接 続 資 格 管 理
メ ッ セ ー ジ が 出 力 さ れ 、 第 ２ の 通 信 端 末 の 側 で 正 の 接 続 資 格 確 認 メ ッ セ ー ジ が 受 け 取 ら れ
る と き 初 め て 、 デ ー タ が 第 １ の 通 信 端 末 へ の 伝 送 の た め に 準 備 さ れ る よ う に す る の も 有 利
で あ る 。 そ れ に よ っ て ア ク セ ス 管 理 及 び 従 っ て 不 所 望 の デ ー タ 引 出 し に 対 す る 信 頼 性 が な
お い っ そ う 顕 著 に 改 善 さ れ る 。 何 故 な ら 、 引 出 さ れ る デ ー タ は 、 正 の 比 較 結 果 に 加 え て 正
の 接 続 資 格 確 認 メ ッ セ ー ジ が 第 ２ の 通 信 端 末 に 存 在 す る 場 合 に の み 伝 送 の た め に 準 備 さ れ

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-510338 A 2007.4.19



る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ に よ り さ ら に 加 え て 第 １ の 通 信 加 入 者 の
識 別 子 が 第 ２ の 通 信 端 末 へ 伝 送 さ れ 、 第 ２ の 通 信 端 末 に よ っ て さ ら に 加 え て 伝 送 さ れ た 識
別 子 が 第 ２ の 通 信 加 入 者 の メ モ リ に 記 憶 さ れ て い る 識 別 子 と 比 較 さ れ 、 こ の 第 ２ の 比 較 に
お い て も 正 の 比 較 結 果 が 存 在 す る 場 合 に の み デ ー タ が 第 １ の 通 信 端 末 へ の 伝 送 の た め に 準
備 さ れ る よ う に 行 わ れ る こ と が 可 能 で あ る 。 第 ２ の 通 信 加 入 者 の メ モ リ と し て は 、 例 え ば
第 ２ の 通 信 加 入 者 の 移 動 電 話 の 「 電 話 帳 メ モ リ 」 を 対 象 に す る こ と が で き る 。 こ の 方 法 に
お い て は 、 デ ー タ ア ク セ ス の さ ら に 強 い 管 理 を 行 う こ と が で き る 。 何 故 な ら 、 グ ル ー プ 識
別 標 識 と 記 憶 さ れ た グ ル ー プ 識 別 標 識 と の 一 致 の ほ か に 、 さ ら に 伝 送 さ れ た 識 別 子 と 第 ２
の 通 信 加 入 者 の メ モ リ 中 に 記 憶 さ れ た 識 別 子 と の 一 致 が 調 べ ら れ る か ら で あ る 。 第 １ の 通
信 加 入 者 の 識 別 子 が 第 ２ の 通 信 加 入 者 の メ モ リ 中 に 既 に 保 存 さ れ て い る 場 合 に の み デ ー タ
は 伝 送 の た め に 準 備 さ れ る 、 即 ち こ の 場 合 の み デ ー タ へ の ア ク セ ス が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 第 ２ の 比 較 に お い て 負 の 比 較 結 果 が 存 在 す る 場 合 に は 、 第 ２ の 通
信 端 末 に お い て 接 続 資 格 引 出 し メ ッ セ ー ジ が 出 力 さ れ 、 第 ２ の 通 信 端 末 の 側 で 正 の 接 続 資
格 応 答 メ ッ セ ー ジ が 受 け 取 ら れ る と き 初 め て デ ー タ は 第 １ の 通 信 端 末 へ の 伝 送 の た め に 準
備 さ れ る よ う に 有 利 に 形 成 す る こ と も で き る 。 本 発 明 に よ る 方 法 の こ の 実 施 形 態 に お い て
は 、 第 １ の 通 信 加 入 者 の 識 別 子 が 第 ２ の 通 信 加 入 者 の メ モ リ 中 に 記 憶 さ れ て い な い 場 合 で
さ え デ ー タ へ の ア ク セ ス を 得 る こ と が 第 １ の 通 信 端 末 に 有 利 に 可 能 と な る 。 そ の 場 合 デ ー
タ 保 護 を 維 持 す る た め 、 第 ２ の 通 信 端 末 側 か ら 接 続 資 格 引 出 し メ ッ セ ー ジ が 出 力 さ れ る 。
即 ち 引 出 さ れ る デ ー タ は 、 第 ２ の 通 信 端 末 に よ っ て 正 の 接 続 資 格 応 答 メ ッ セ ー ジ が 受 け 取
ら れ る と き の み 第 １ の 通 信 端 末 へ の 伝 送 の た め に 準 備 さ れ る 。 そ の よ う な 正 の 接 続 資 格 応
答 メ ッ セ ー ジ に よ っ て 、 デ ー タ 準 備 の た め の は っ き り 表 明 さ れ た 同 意 が 与 え ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 は 次 の よ う に 行 わ れ る こ と が 可 能 で あ る 。 即 ち 、 第 １ の 通 信 端 末 に よ
り デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ が 第 １ の 通 信 加 入 者 の 秘 密 鍵 に よ り 署 名 さ れ 、 第 ２ の 通 信 端 末
に よ り 第 １ の 通 信 加 入 者 の 公 開 鍵 を 用 い て デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ の 真 正 性 が 調 べ ら れ 、
真 正 で あ る 場 合 に の み デ ー タ は 第 １ の 通 信 端 末 へ の 伝 送 の た め に 準 備 さ れ る 。 こ の 形 を と
る 場 合 に は 本 発 明 に よ れ ば 特 に 信 頼 で き る 方 法 が 達 成 さ れ る 。 何 故 な ら 、 第 １ の 通 信 加 入
者 の 個 人 鍵 に よ る 署 名 及 び 第 １ の 通 信 加 入 者 の 公 開 鍵 を 用 い た デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ の
真 正 性 の 調 査 に よ っ て 、 デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ が 実 際 に 第 １ の 通 信 加 入 者 の 第 １ の 通 信
端 末 に よ り 造 ら れ た こ と が 保 障 さ れ る か ら で あ る 。 従 っ て 、 第 ３ の 通 信 端 末 が 権 利 な し に
第 １ の 通 信 端 末 で あ る と の 偽 り の 申 し 立 て を な し 得 る よ う な こ と は 有 利 に 回 避 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 に お い て は 、 第 ２ の 通 信 端 末 に よ っ て 、 第 １ の 通 信 加 入 者 の 公 開 鍵 が
グ ル ー プ に 属 す る 鍵 サ ー バ か ら 引 出 さ れ 得 る 。 そ れ に よ っ て 、 グ ル ー プ メ ン バ ー （ な い し
は そ れ ら の 通 信 端 末 ） の 公 開 鍵 を こ の グ ル ー プ の 独 特 の 鍵 サ ー バ へ 中 央 に 集 め る よ う に 記
憶 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。 グ ル ー プ に 属 す る 鍵 サ ー バ に は グ ル ー プ に 所 属 す る 通 信 加 入
者 の 公 開 鍵 の み が 保 存 さ れ て い る か ら 、 よ そ の グ ル ー プ の 通 信 加 入 者 の 通 信 端 末 は 簡 単 且
つ 有 効 な や り 方 で デ ー タ へ の ア ク セ ス を 阻 ま れ る 。 何 故 な ら こ れ ら の デ ー タ は そ の よ う な
通 信 端 末 に 対 し て は 準 備 さ れ な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 方 法 は ま た 次 の よ う に 行 わ れ る こ と も 可 能 で あ る 。 即 ち 、 第 ２ の 通 信 端 末 に よ っ て 、
第 １ の 通 信 加 入 者 の 公 開 鍵 が 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の サ ー ビ ス 業 者 に よ っ て 営 ま れ る 鍵 サ ー バ
か ら 引 出 さ れ 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 使 用 し て デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ が 第 １ の 通 信 端 末 か ら 第
２ の 通 信 端 末 へ 伝 送 さ れ る 。 本 発 明 に よ る 方 法 の こ の 構 成 形 態 に お い て は 、 公 開 鍵 は 通 信
ネ ッ ト ワ ー ク ・ サ ー ビ ス 業 者 の 中 央 で 管 理 さ れ て い る 鍵 サ ー バ か ら 有 利 に 引 出 さ れ 得 る の
で 、 通 信 加 入 者 に と っ て 特 に 費 用 少 な く 本 方 法 を 実 行 し 得 る 代 替 案 が も た ら さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 本 発 明 に 従 う 方 法 は 次 の よ う に 有 利 に 行 わ れ る こ と が 可 能 で あ る 。 即 ち 、 第 ２ の 通 信 端
末 に よ っ て 、 第 １ の 通 信 加 入 者 の 公 開 鍵 が 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の サ ー ビ ス 業 者 に よ っ て 営 ま
れ る プ ロ キ シ ・ サ ー バ か ら 引 出 さ れ 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 第 １ の 通 信 端 末 と 第 ２ の
通 信 端 末 と の 間 の 通 信 が 行 わ れ 、 そ の 際 プ ロ キ シ ・ サ ー バ に お い て は 多 数 の 通 信 加 入 者 の
公 開 鍵 が 一 時 的 に 記 憶 さ れ る 。 本 発 明 に 従 う 方 法 の こ の 構 成 形 態 で は 、 鍵 が 有 利 に プ ロ キ
シ ・ サ ー バ か ら 引 出 さ れ 、 プ ロ キ シ ・ サ ー バ に は （ 例 え ば そ れ ま で の 過 程 に お い て ） そ れ
ま で に こ の 過 程 に 関 与 し た 通 信 加 入 者 の 公 開 鍵 が 一 時 的 に 記 憶 さ れ る 。 そ の よ う な プ ロ キ
シ ・ サ ー バ は 従 っ て 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 自 動 的 に 実 現 す る 鍵 サ ー バ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 本 発 明 を 図 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に は 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク Ｋ Ｎ が 概 略 的 に 示 さ れ 、 こ の ネ ッ ト ワ ー ク に お い て は 移 動 無
線 ネ ッ ト ワ ー ク （ 例 え ば GSM(Global System for Mobile Communication)又 は UMTS(Univer
sal Mobile Telecommunications System)） が 問 題 と な っ て い る 。 し か し 本 発 明 方 法 は 移
動 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク の 集 合 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク Ｋ Ｎ と し て 同 様
に 固 定 電 話 ネ ッ ト ワ ー ク （ 例 え ば ISDNネ ッ ト ワ ー ク ） 又 は コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク （
例 え ば イ ン タ ー ネ ッ ト ） も 問 題 と す る こ と が で き る 。 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク Ｋ Ｎ に つ い て は た
だ 電 話 交 換 局 Ｖ Ｓ （ 実 施 例 で は 移 動 体 交 換 局 (Mobile Switching Center＝ MSC)が 扱 わ れ て
い る ） と 計 算 機 Ｒ （ 以 下 に 詳 細 に 説 明 さ れ る ） が 示 さ れ て い る 。 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク Ｋ Ｎ は
ネ ッ ト ワ ー ク ・ オ ペ レ ー タ に よ っ て 管 理 さ れ る 。 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク と は 、 第 １ の 通 信 加 入
者 Ｗ の 第 １ の 通 信 端 末 KEG1及 び 第 ２ の 通 信 加 入 者 Ｐ の 第 ２ の 通 信 端 末 KEG2が 結 合 さ れ る 。
第 １ の 通 信 加 入 者 Ｗ の た め に そ の 通 信 端 末 KEG1に よ っ て 第 ２ の 通 信 加 入 者 Ｐ に 関 係 す る デ
ー タ が 引 出 さ れ よ う と す る も の で あ る 。 そ の よ う な 第 １ の 通 信 加 入 者 Ｗ は 時 に 「 ウ オ ッ チ
ャ ー 」 と 呼 ば れ 、 そ の よ う な 第 ２ の 通 信 加 入 者 Ｐ は 「 プ レ ゼ ン タ ー 」 又 は 「 プ レ ゼ ン テ ィ
テ ィ 」 と 呼 ば れ る 。 第 １ の 通 信 端 末 KEG1と 第 ２ の 通 信 端 末 KEG2と し て 実 施 例 で は 移 動 電 話
が 扱 わ れ る 。 他 の 実 施 例 で は そ の よ う な 通 信 端 末 と し て 、 例 え ば 固 定 ネ ッ ト ワ ー ク 電 話 、
イ ン タ ー ネ ッ ト ・ コ ン ピ ュ ー タ 、 又 は 移 動 無 線 イ ン タ フ ェ ー ス を 持 っ た 携 帯 型 計 算 機 も 扱
う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 移 動 電 話 KEG1と 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク Ｋ Ｎ と の 間 、 移 動 電 話 KEG2と 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク Ｋ Ｎ と
の 間 に は 、 通 常 の よ う に い わ ゆ る エ ア ー ・ イ ン タ フ ェ ー ス 及 び ベ ー ス ス テ ー シ ョ ン （ 図 示
さ れ ず ） を 介 し て 通 信 接 続 が 作 り 上 げ ら れ る 。 即 ち そ れ に よ っ て メ ッ セ ー ジ が 例 え ば 第 １
の 通 信 端 末 KEG1か ら 第 ２ の 通 信 端 末 KEG2に 伝 送 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま ず 最 初 に 、 第 １ の 通 信 加 入 者 Ｗ の 第 １ の 通 信 端 末 KEG1か ら デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ DA
Nが 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク Ｋ Ｎ の 交 換 局 VSを 介 し て 第 ２ の 通 信 加 入 者 Ｐ の 第 ２ の 通 信 端 末 KEG2
に 伝 送 さ れ る 。 こ の デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ DANは 、 具 体 的 に 引 出 す べ き デ ー タ （ 例 え ば
第 ２ の 通 信 加 入 者 Ｐ の 現 所 在 地 及 び 目 下 の 活 動 ） の 指 示 の ほ か に 、 第 １ の 通 信 加 入 者 Ｗ の
識 別 子 （ こ の 場 合 第 １ の 通 信 端 末 KEG1の 移 動 無 線 呼 出 し 番 号 MSISDN） 及 び グ ル ー プ 識 別 標
識 GK（ こ の 場 合 第 １ の 通 信 加 入 者 Ｗ が メ ン バ ー で あ る ス ポ ー ツ ク ラ ブ の グ ル ー プ 識 別 標 識
「 ス ポ ー ツ ク ラ ブ Ｘ 」 ） を 含 む 。 さ ら に 、 デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ DANは （ オ プ シ ョ ン で
） 第 １ の 通 信 加 入 者 の 名 前 及 び 画 像 並 び に 通 信 加 入 者 に よ っ て 任 意 に 選 ば れ た テ キ ス ト （
自 由 テ キ ス ト ） を 含 む 。 こ の デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ DANは 交 換 局 VSを 介 し て 第 ２ の 通 信
端 末 KEG2に 伝 送 さ れ る 。 第 ２ の 通 信 端 末 KEG2は 、 デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ DANを 用 い て デ
ー タ が 引 出 さ れ る と こ ろ の 通 信 加 入 者 Ｐ に 属 し て い る 。 第 ２ の 通 信 端 末 KEG2は デ ー タ 引 出
し メ ッ セ ー ジ DANか ら グ ル ー プ 識 別 標 識 GK（ 「 ス ポ ー ツ ク ラ ブ Ｘ 」 ） を 読 み 出 し 、 こ の グ
ル ー プ 識 別 標 識 を 移 動 電 話 KEG2の グ ル ー プ ・ メ モ リ GS中 に 既 に 記 憶 さ れ て い る グ ル ー プ 識
別 標 識 GK1、 GK2等 と 比 較 す る 。 移 動 電 話 KEG2の 比 較 ユ ニ ッ ト Ｖ に よ っ て 、 伝 送 さ れ た グ ル
ー プ 識 別 標 識 GK（ 「 ス ポ ー ツ ク ラ ブ Ｘ 」 ） が グ ル ー プ ・ メ モ リ GS中 に 既 に 記 憶 さ れ て い る
グ ル ー プ 識 別 標 識 GK1即 ち 「 ス ポ ー ツ ク ラ ブ Ｘ 」 と 一 致 す る こ と が 確 認 さ れ る 。 こ の 一 致
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に 応 じ て 、 即 ち こ の 正 の 比 較 結 果 に 応 じ て 、 デ ー タ が 第 １ の 通 信 端 末 KEG1へ 伝 送 す る た め
に 準 備 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 に 代 え て 本 方 法 は ま た 次 の よ う に も 行 わ れ 得 る 。 即 ち 、 正 の 比 較 結 果 が 出 て も デ ー
タ は ま だ 伝 送 の た め に は 準 備 さ れ ず 、 第 ２ の 通 信 端 末 か ら 接 続 資 格 管 理 メ ッ セ ー ジ が 出 力
さ れ る 。 こ の 接 続 資 格 管 理 メ ッ セ ー ジ は 、 第 ２ の 通 信 端 末 の 表 示 ユ ニ ッ ト に 次 の 表 示 が 出
力 さ れ る 結 果 と な る 。 即 ち 、 「 あ な た の デ ー タ を 、 呼 び 出 し 番 号 〈 MSIDN〉 及 び 画 像 〈 画
像 〉 を 有 す る 加 入 者 〈 名 前 〉 に 実 際 に 伝 送 し ま す か ？ 」 （ そ の 際 名 前 及 び 画 像 の 出 力 は 必
須 で は な い ） 。 第 ２ の 通 信 加 入 者 Ｐ が こ の 問 い に 明 確 に 「 は い 」 と 答 え 、 移 動 電 話 KEG2の
相 応 す る ボ タ ン を 操 作 す る と 、 第 ２ の 通 信 端 末 は 正 の 接 続 資 格 確 認 メ ッ セ ー ジ を 受 け 取 る
。 こ の 正 の 接 続 資 格 確 認 メ ッ セ ー ジ に 応 じ て 初 め て 、 引 出 さ れ る デ ー タ が 第 １ の 通 信 端 末
KEG1へ の 伝 送 の た め に 準 備 さ れ る 。 接 続 資 格 管 理 メ ッ セ ー ジ の 出 力 及 び 接 続 資 格 確 認 メ ッ
セ ー ジ の 受 取 に よ る こ の 方 法 は 、 引 出 さ れ る デ ー タ の 伝 送 の た め の 「 反 応 的 権 限 付 与 」 と
も い わ れ 得 る 。 何 故 な ら 、 第 ２ の 通 信 端 末 KEG2の 側 か ら （ 即 ち 第 ２ の 通 信 加 入 者 Ｐ の 側 か
ら ） 具 体 的 な デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ DANの 受 領 後 デ ー タ 伝 送 の た め の 許 可 （ 確 認 ） が 得
ら れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 デ ー タ の 準 備 は 種 々 の 様 式 で 行 う こ と が で き る 。 通 信 端 末 KEG1に よ っ て 要 求 さ れ た デ ー
タ は 、 例 え ば 第 ２ の 通 信 端 末 KEG2に 蓄 え て お く こ と が で き 、 こ の デ ー タ は 正 の 比 較 結 果 が
提 示 さ れ る こ と に 応 じ て 、 な い し は 接 続 資 格 確 認 メ ッ セ ー ジ が 存 在 す る こ と に 応 じ て 、 第
２ の 通 信 端 末 の メ モ リ か ら 読 み 出 さ れ 、 デ ー タ 伝 送 メ ッ セ ー ジ （ 例 え ば USSD-String、 図
示 さ れ ず ） に 書 き 込 ま れ る 。 従 っ て デ ー タ は デ ー タ 伝 送 メ ッ セ ー ジ と 共 に 通 信 ネ ッ ト ワ ー
ク KNを 介 し て 第 １ の 通 信 端 末 KEG1に 伝 送 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 デ ー タ は ま た 、 正 の 比 較 結 果 に 応 じ て 、 な い し 接 続 資 格 確 認 メ ッ セ ー ジ の 存 在 に 応 じ て
次 の よ う に 伝 送 の た め に 準 備 さ れ る こ と も 可 能 で あ る 。 即 ち 、 第 ２ の 通 信 端 末 KEG2か ら デ
ー タ 準 備 信 号 DBが 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク KNの 計 算 機 Ｒ に 送 ら れ る 。 こ の 計 算 機 Ｒ に は 引 出 さ れ
る デ ー タ が 保 存 さ れ て い る 。 デ ー タ 準 備 信 号 DBは 、 引 出 さ れ る デ ー タ が 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク
KNを 介 し て 通 信 端 末 KEG1に 伝 送 さ れ る べ き で あ る と い う 情 報 を 含 む 。 従 っ て 計 算 機 Ｒ は こ
の デ ー タ を （ 例 え ば USSDメ ッ セ ー ジ を 用 い て ） 第 １ の 通 信 端 末 KEG1に 伝 送 す る 。 こ の よ う
な も の と し て の 計 算 機 Ｒ は 既 知 で あ り 、 「 プ レ ゼ ン ス ・ コ ン ピ ュ ー タ 」 又 は 「 プ レ ゼ ン ス
・ サ ー バ 」 と い わ れ る 。 こ の 計 算 機 は 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク KNの 一 部 を 形 成 す る こ と が で き 、
あ る い は 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 外 に 配 置 さ れ 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク と 結 合 さ れ る こ と も 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 の 他 の 実 施 形 態 に お い て は 、 第 ２ の 通 信 端 末 KEG2の 比 較 ユ ニ ッ ト Ｖ に
よ っ て さ ら に 加 え て 第 ２ の 比 較 が 行 わ れ る 。 即 ち 、 デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ DANか ら 、 第
１ の 通 信 加 入 者 の 識 別 子 MSISDNが 読 み 出 さ れ 、 第 ２ の 通 信 加 入 者 の メ モ リ SPに 記 憶 さ れ て
い る 識 別 子 と 比 較 さ れ る 。 こ の 第 ２ の 通 信 加 入 者 の メ モ リ と し て は 、 例 え ば 電 話 機 に お い
て 既 知 の 電 話 帳 メ モ リ を 扱 う こ と が で き 、 こ の メ モ リ に は 電 話 の 使 用 者 が 折 に 触 れ 通 信 接
続 を 立 ち 上 げ る よ う な 通 信 加 入 者 の 例 え ば 名 前 、 電 話 番 号 MSISDNが 保 存 さ れ て い る 。 伝 送
さ れ た 識 別 子 も ま た メ モ リ SP中 に 既 に 保 存 さ れ て い る 識 別 子 と 一 致 す る こ と を 比 較 ユ ニ ッ
ト Ｖ が 確 認 す る と き の み 、 デ ー タ は 第 １ の 通 信 端 末 KEG1へ の 伝 送 の た め に 準 備 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 し か し な が ら こ の 第 ２ の 比 較 に お い て 、 伝 送 さ れ た 識 別 子 が メ モ リ SP中 に 既 に 保 存 さ れ
て い る 識 別 子 と 一 致 し な い （ 負 の 比 較 結 果 ） 場 合 に は 、 第 ２ の 通 信 端 末 か ら 接 続 資 格 引 出
し メ ッ セ ー ジ が 出 力 さ れ 、 こ の メ ッ セ ー ジ は 第 ２ の 通 信 端 末 の 表 示 ユ ニ ッ ト に 次 の 表 示 が
出 力 さ れ る 結 果 と な る 。 即 ち 、 「 あ な た の デ ー タ を 、 呼 び 出 し 番 号 〈 MSISDN〉 及 び 画 像 〈
画 像 〉 を 有 す る 加 入 者 〈 名 前 〉 に 実 際 に 伝 送 し ま す か ？ 」 。 こ の 際 名 前 及 び 画 像 の 出 力 は
必 ず し も 必 要 で は な い 。 第 ２ の 通 信 加 入 者 Ｐ が こ の 問 い に 明 確 に 「 は い 」 と 答 え 、 移 動 電
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話 KEG2の 相 応 す る ボ タ ン を 操 作 す る と 、 第 ２ の 通 信 端 末 は 正 の 接 続 資 格 応 答 メ ッ セ ー ジ を
受 け 取 る 。 こ の 正 の 接 続 資 格 応 答 メ ッ セ ー ジ に 応 じ て 、 引 出 さ れ る デ ー タ は 上 述 の 様 式 の
一 つ に 従 っ て 第 １ の 通 信 端 末 KEG1へ の 伝 送 の た め に 準 備 さ れ る 。 接 続 資 格 引 出 し メ ッ セ ー
ジ の 出 力 及 び 接 続 資 格 応 答 メ ッ セ ー ジ の 受 領 に よ る こ の 方 法 は 、 接 続 資 格 管 理 メ ッ セ ー ジ
及 び 接 続 資 格 確 認 メ ッ セ ー ジ に よ る 上 述 の 流 れ に 類 似 し て 、 引 出 さ れ る デ ー タ の 伝 送 の た
め の 「 反 応 的 権 限 付 与 」 を 実 行 す る 。 何 故 な ら こ こ で も 第 ２ の 通 信 端 末 KEG2の 側 か ら （ 即
ち 第 ２ の 通 信 加 入 者 Ｐ の 側 か ら ） 具 体 的 な デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ DANの 受 領 後 デ ー タ 伝
送 の た め の 許 可 が 得 ら れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ に は 本 発 明 に よ る 方 法 の 流 れ の 他 の 例 が 示 さ れ て い る 。 図 １ に 類 似 し て 、 図 ２ に は
通 信 ネ ッ ト ワ ー ク KN、 第 １ の 通 信 加 入 者 Ｗ の 第 １ の 通 信 端 末 KEG1及 び 第 ２ の 通 信 加 入 者 Ｐ
の 第 ２ の 通 信 端 末 KEG2が 示 さ れ て い る 。 第 １ の 通 信 加 入 者 Ｗ と 第 ２ の 通 信 加 入 者 Ｐ と は 或
る グ ル ー プ の メ ン バ ー で あ り 、 こ の 場 合 両 者 は 企 業 Ｘ （ Ｘ 社 ） に 属 す る 。 第 １ の 通 信 端 末
KEG1か ら デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ DAN´ が 第 ２ の 通 信 端 末 KEG2に 送 ら れ 、 そ の 際 デ ー タ 引
出 し メ ッ セ ー ジ DAN´ は グ ル ー プ 識 別 標 識 GK（ Ｘ 社 ） 及 び 移 動 無 線 呼 出 し 番 号 の 形 の 識 別
子 MSISDN（ 0816） を 含 む 。 第 １ の 通 信 端 末 KEG1は デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ DAN´ に 対 し 第
１ の 通 信 加 入 者 Ｗ の 秘 密 鍵 を 用 い て 署 名 を 作 り 、 こ の 署 名 を デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ DAN
´ に 付 加 す る 。 従 っ て 署 名 は デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ DAN´ に よ っ て 第 ２ の 通 信 端 末 KEG2
に 一 緒 に 伝 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 ２ の 通 信 端 末 KEG2に お け る デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ DAN´ の 受 領 に 応 じ て 、 比 較 ユ ニ
ッ ト Ｖ は 図 １ に よ る 方 法 に お け る よ う に デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ DAN´ に よ り 伝 送 さ れ た
グ ル ー プ 識 別 標 識 GKを 第 ２ の 通 信 端 末 KEG2の グ ル ー プ ・ メ モ リ GSに 既 に 保 存 さ れ て い る グ
ル ー プ 識 別 標 識 と 比 較 し 、 グ ル ー プ 識 別 標 識 「 Ｘ 社 」 が 既 に グ ル ー プ ・ メ モ リ GSに 保 存 さ
れ て い る こ と を 確 認 す る 。 グ ル ー プ ・ メ モ リ GSに は 、 加 え て 、 グ ル ー プ 「 Ｘ 社 」 に 対 し デ
ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ の 真 正 性 の 検 査 が 一 緒 に 伝 送 さ れ た 署 名 を 用 い て 行 わ れ な け れ ば な
ら な い と い う 情 報 が 保 存 さ れ て い る 。 従 っ て 第 ２ の 通 信 端 末 KEG2は デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー
ジ DAN´ か ら 署 名 を 読 み 出 し 、 第 １ の 通 信 加 入 者 Ｗ の 公 開 鍵 を 用 い て 署 名 さ れ た メ ッ セ ー
ジ DAN´ の 真 正 性 を 調 べ る 。 こ の 検 査 は 例 え ば 第 ２ の 通 信 端 末 KEG2の 比 較 ユ ニ ッ ト Ｖ に お
い て 実 施 す る こ と が で き 、 こ の 比 較 ユ ニ ッ ト は 通 信 端 末 KEG2の マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ に よ っ
て 形 成 さ れ る 。 公 開 鍵 を 用 い て デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ の 真 正 性 が 検 査 さ れ る と 直 ち に 、
本 方 法 は さ ら に 図 １ と 関 連 し て 述 べ ら れ た よ う に 進 行 し 、 そ の 結 果 最 後 に デ ー タ は 上 述 の
仕 方 で 第 １ の 通 信 端 末 へ の 伝 送 の た め に 準 備 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 真 正 性 の 検 査 の 際 に 必 要 な 公 開 鍵 は 、 第 ２ の 通 信 端 末 KEG2に よ っ て 、 グ ル ー プ の １
つ に 属 す る （ こ こ で は 例 え ば 企 業 Ｘ に よ っ て 営 ま れ る ） 鍵 サ ー バ PKIか ら 引 出 す こ と が で
き る 。 そ の た め に 、 公 開 鍵 は 鍵 サ ー バ PKI（ PKI＝ Public Key Infrastructure） か ら ネ ッ
ト ワ ー ク ・ サ ー ビ ス 業 者 /ネ ッ ト ワ ー ク ・ オ ペ レ ー タ の 計 算 機 OPを 介 し て 第 ２ の 通 信 端 末 K
EG2に 伝 送 さ れ る 。 こ の こ と は 図 ２ の 下 部 に 破 線 矢 印 で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 代 替 の 実 施 形 態 に お い て は 、 公 開 鍵 は 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク KNの ネ ッ ト ワ ー ク ・ サ ー ビ ス 業
者 /ネ ッ ト ワ ー ク ・ オ ペ レ ー タ に よ っ て 営 ま れ る 鍵 サ ー バ か ら 引 出 さ れ る こ と も 可 能 で あ
る 。 こ の 場 合 に は 、 鍵 サ ー バ PKIは 例 え ば ネ ッ ト ワ ー ク ・ サ ー ビ ス 業 者 の 計 算 機 OPに 直 接
配 置 さ れ る こ と に な ろ う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に お い て は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ・ サ ー ビ ス 業 者 の 計 算 機 OPは プ ロ キ
シ ・ サ ー バ と し て 働 き 、 こ の サ ー バ は 第 ２ の 通 信 端 末 KEG2の 引 出 し に 応 じ て 公 開 鍵 を 第 ２
の 通 信 端 末 KEG2に 伝 送 す る 。 プ ロ キ シ ・ サ ー バ OPに は 通 信 加 入 者 の 多 数 の 公 開 鍵 が 一 時 的
に 記 憶 さ れ て い る 。 そ の 際 本 発 明 に よ る 方 法 の 既 に 完 結 さ れ た 方 法 経 過 に お い て 通 信 ネ ッ
ト ワ ー ク KNを 介 し て 伝 送 さ れ て い る 公 開 鍵 が 問 題 と な る 。 第 １ の 通 信 加 入 者 Ｗ の 公 開 鍵 が
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プ ロ キ シ ・ サ ー バ OPに 蓄 え ら れ て い な い 場 合 に は 、 プ ロ キ シ ・ サ ー バ OPは そ の 側 で こ の 公
開 鍵 を 企 業 「 Ｘ 社 」 の 鍵 サ ー バ PKIか ら 引 出 し 、 公 開 鍵 を 第 ２ の 通 信 端 末 KEG2へ 転 送 す る
。 こ の こ と は 図 ２ の 下 部 に 破 線 矢 印 で 示 さ れ て い る 。 Ｘ 社 の 鍵 サ ー バ PKIへ の ア ク セ ス は
、 例 え ば 、 デ ー タ 伝 送 プ ロ ト コ ル “ hypertext transfer protocol security” （ HTTPS）
を 用 い て 保 護 さ れ た イ ン タ ー ネ ッ ト ア ク セ ス を 介 し て 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 方 法 の 流 れ を 示 す 実 施 例 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 方 法 の 流 れ を 示 す 異 な る 実 施 例 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 KN　 ネ ッ ト ワ ー ク
　 VS　 交 換 局
　 Ｒ 　 計 算 機
　 Ｄ 　 デ ー タ
　 DB　 デ ー タ 準 備 信 号
　 Ｗ 　 第 １ の 通 信 加 入 者
　 KEG1　 第 １ の 通 信 端 末
　 Ｐ 　 第 ２ の 通 信 加 入 者
　 KEG2　 第 ２ の 通 信 端 末
　 DAN、 DAN´ 　 デ ー タ 引 出 し メ ッ セ ー ジ
　 SP　 メ モ リ
　 GK　 グ ル ー プ 識 別 標 識
　 GS　 グ ル ー プ ・ メ モ リ
　 PKI  鍵 サ ー バ
　 OP　 計 算 機 （ プ ロ キ シ ・ サ ー バ ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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